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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　4　件　（九州　　1件　、九州以外　3件　）　
民　 間　　　4　件　（九州　　1件　、九州以外　3件　）　

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　舗装路面の調査は、高速道路においては目視点検および路面性状調査車により行われていますが、
一般道では目視点検すら行われていないケースも少なくありません。目視点検は比較的安価で頻繁に
実施出来る一方、定量的・客観的な評価が困難です。また、高精度な計測が可能な路面性状調査車は
１台あたり１億円ともいわれる初期コストおよび運用コスト等が課題となり、限られた自治体や路線でし
か利用されておらず、生活道路を含めた広範かつ定期的な調査はほとんど行われていません。
　近年は簡易に路面状態を把握する試みとして、一般車両とスマートフォン等を組み合わせた技術も登
場していますが、MCIやIRIといった道路管理の絶対指標との関連性が不明確、不正確であり、より精度
の高い簡易路面評価技術が求められていました。

　道路の維持管理高度化に向け、スマートフォンと各種業務車両を組み合わせて、舗装の状態を広範か
つ高精度に取得するシステムです。独自の技術により、高精度にIRI値を算定出来るのが特長です。
本技術により、低コストで路面状態が把握でき、定量的調査結果に基づいた計画的なメンテナンスが可
能になります。（この技術は、内閣府SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）の一環として、JIPテクノ
サイエンス、東京大学工学系研究科、東京大学先端科学技術研究センター、東京大学生産技術研究所
の4機関で共同研究開発を行なったものです）。
  さらに、2019年からはAI画像解析による劣化要因判別機能、道路パトロール・苦情要望管理機能もライ
ンアップし、舗装の維持管理をトータルサポートします。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

　舗装点検に用いられているMCI評価の場合、フルスペックの調査であれば委託費約10万円/km（参考）
が発生、管理総延長が3000kmの自治体では約3億円が必要となり、現実には広範な点検調査は困難で
す。一方、今回ご紹介するシステムでは、自治体職員による日常パトロール走行を活用した場合、キロ
あたり１／２０程度（目安）の費用で高頻度に状況把握することが可能となり、現状の方式・費用では実
現不可能な道路全域の管理が可能となります。

４．技術の適用範囲

①管理区域道路のIRI推定値情報
②時系列でのIRI変化情報
③局所変状（段差、ポットホール等何らかの異状）の情報
④定期的な報告書等のサービス提供
⑤舗装マネジメントサービス（中長期的な補修計画立案や予算の平準化）

２．技術の内容

５．活用実績
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６．写真・図・表


